
新・湯治の効果に関する協同モデル調査（令和７年度調査結果）
（湯治×産後ケア）

温泉地の温浴・転地効果と産後女性の心身の回復（産後ケア）を掛け合わせた新たな湯
治モデルの検証。24時間育児の緊張状態にある母親に「温浴・食事・ひとりでの睡眠」
と「安心できる託児環境」を提供し、ウエアラブル端末（fitbit）・アミラーゼ・血圧
計・VASでの主観的評価を用いて自律神経や睡眠、心理的側面に与える改善効果を可視
化することを目的とする。

調査実施主体 株式会社ママクオリア

調査温泉地 田沢温泉（長野県上田市）

調査テーマ 湯治×産後ケア

連携専門機関 信州大学、スプリングラボ合同会社

調査時期 令和７年１１月～令和７年１２月

調査協力者 産後の女性（子同伴）８組

その他 助産師・保育士のサポートスタッフ４名

調査の目的・概要

調査の基本情報 調査結果のポイント

● 自律神経の安定：参加者の
過半数（８人中４人）で、
自律神経の安定を示す指標
が向上。

● 睡眠効率の維持・向上：慣
れない環境（第一夜効果）
にも関わらず、４名で睡眠
効率が改善・維持された。

● ストレス低減の可視化：ア
ミラーゼ値の低下やVASス
コア（主観的評価）におい
て、幸福感・リラックス感
の有意な向上が確認された。

● 高い満足度：特に、久しぶ
りだという方が多かった
「温浴」、そして「ママ同
士の交流」と「プロによる
託児」が、精神的な安心感
に大きく寄与した。

考 察
産後ケアの補完性：育児技術の習得に寄る既存の産後ケアに対し、
本モデルは「母親自身の身体機能の再生」に特化した独自の強み
を持つ。
今後の課題：より深いリカバリーのためには2泊3日以上の連泊推

奨や、事前のオンライン面談による信頼関係構築が、効果を最大
化する鍵となる。

社会的意義：全国の温泉地での展開は、産後ケアの選択肢を広げ
ると同時に、温泉地の新たな高付加価値ニーズ創出につながる。



新・湯治の効果に関する協同モデル調査（令和7年度調査結果）
（滞在⽇数・プログラム別の新・湯治効果検証）

●⽬的︓滞在⽇数別・プログラム別による湯治効果の違いを実証する調査
●⼿法︓湯治リトリート施設における⽇帰り〜2泊以上の⻑期滞在客、及び湯治シェアハウスの

在住者を対象に定点でマス調査を⾏い、⽇数別・プログラム別により分析を⾏う
①⽣理・運動機能計測︓⾎圧、脈拍、⾎管年齢、⾃律神経バランス、⾁体疲労度、唾液アミラーゼ、⻑座位前屈
②健康関連⾃⼰評価︓VASスケールによる各種健康状態や⾃覚症状の⾃⼰評価

調査実施主体 湯治ぐらし株式会社

調 査 温 泉 地 鉄輪温泉（⼤分県別府市）

調 査 テ ー マ 滞在⽇数別・プログラム別の新・湯治効果検証

連携専⾨機関 ⼀般社団法⼈ ⽇本健康開発財団

調 査 時 期 令和7年5⽉〜令和8年1⽉、分析2⽉

調 査 協 ⼒ 者 湯治リトリート施設「七⽇⼀巡り」にて⽇帰り〜3泊
の滞在客及びシェアハウス在住者の約100名。

調査の⽬的 ・概要

調査の基本情報 調査結果のポイント

●温泉⼊浴での⼼⾝健康増進には、⽇帰りでも宿泊を伴う形でもいずれも
効果が得られることが⾔える。また、2泊の滞在が⾎圧の低下やストレス軽減
においては、⽇帰りよりも優位な効果を⽰したことから、その点においてPRに繋
がる結果が出たと⾔える。

●温泉・⾷以外にも⽬的に応じたプログラム設計により、ニーズに合わせた宿
泊パッケージやツアーの造成が望まれる。

●温泉を⽇常的に活⽤する在住者の追跡結果から、継続的な温泉利⽤が
持続的な健康維持に寄与する可能性が⽰唆された。

考 察

●温泉⼊浴を
核とした滞在プ
ログラムは、⽇
帰り・2泊でも効
果が得られた。
2泊以上の滞
在が⾎圧の低
下やストレス軽
減において、⽇
帰りよりも優位
な効果を⽰した。

●運動プログラ
ムは⾝体的⾃
覚症状（肩こ
り・腰痛）に、
書道やアロマな
どの⽂化体験は
⼼理的ストレス
や⾃律神経に
作⽤する傾向
が⾒られ、⽬的
に応じたプログラ
ム設計の有効
性が⽰唆された。
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新・湯治の効果に関する協同モデル調査（令和７年度調査結果）
（Awe（畏敬の念）体験を活かした新・湯治の可能性）

目的：本協同モデル調査は、西洋や中国を中心に、心理学や環境研究の分野で、自然や文化
的な景観のなかで生じるAwe（畏敬の念）という感情が、人間の心身にさまざまな良い影
響をもたらすことが報告されていることに着目し、Awe体験が「新・湯治」の効果を強化す
る要素として機能するかを検証する目的で実施した。

概要：温泉入浴と地域資源の活用を組み込んだAwe温泉プログラムで1泊2日または日帰りツ
アーを開催し、参加者へのアンケート＆ヒアリング調査（心理指標による測定）と唾液調査（生理指
標による測定）を実施した。

調 査 実 施 主 体 株式会社みらいハウスワークス

調 査 温 泉 地 秋保温泉（宮城県仙台市）

調 査 テ ー マ
Awe（畏敬の念）体験を活かした新・湯治の可
能性

連 携 専 門 機 関
東京都市大学・立教大学
秋保温泉ホテルニュー水戸屋

調 査 時 期 令和７年12月13日～14月

調 査 協 力 者 首都圏からの宿泊者4名

そ の 他 秋保温泉伝承千年の宿佐勘、秋保温泉旅館組合

調査の目的 ・概要

調査の基本情報 調査結果のポイント

◆生理的ストレスの低減
プ ロ グ ラ ム開始前の 1日目 と終了時の 2日目を比較して約 4割 ( -
38 .9％）の生理的ストレスの低減がうかがえた。（参考として研究ス
タッフを含む9名を対象とした補足解析では統計的に有意であった）
◆精神的健康度の改善と一定の持続
精神的健康度（WHO-5スコア）は約27％上昇し、改善がみられた。
その後のフォローアップで1か月後の平均がピーク時からは低下したもの
の事前を上回る水準が維持されており、短期滞在で得られた効果が一
定期間持続した可能性がうかがえた。
◆知覚と価値観の変化を促す体験
インタビュー及びフォローアップ自由記述から、聞こえかたや見えかたが
変化するといった「知覚の変化」が複数の参加者で報告された。

考 察
・通常の温泉旅行が「非日常→元の日常」に戻るのに対し、Aweプ
ログラムでは「非日常→深まった日常」という質的に異なる到着点に
導くことが示唆された。
・温泉地を単なる入浴施設ではなく、人の心身に働きかける「治癒的
景観」として捉える枠組みが有効であることが確認された。
・Awe体験の視点を持った介在者の養成と、気づきの連鎖を支える
プログラム設計が今後の課題。
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